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オミクロン変異株（BA.５）は非常に感染力が強いです。

英国健康安全保障庁は6月24日に公表した報告書では、現在流行
しているオミクロン株（BA.5）は、これまで流行していたオミクロン株
（BA.2）よりも1.35倍速く感染が広がると推計しています。

現在（2022年7月20日現在）ものすごいスピードで感染が拡大しています。

そのため，家庭内感染や職場等の同じ空間内
での感染が急増しています。



３密を避けるなど基本的な感染対策が重要です。

夏は冬に比べて屋外の空気が屋内に入りづらいため、こまめに窓を大きく開け、
一定の時間換気をすることが重要です。



妊娠中に感染すると赤ちゃんへの影響はありますか？

現時点では、風疹のような児の先天性障害や流産のリスクが高いとする報告はありません。し
かし、中後期の感染では、早産（37週未満）のリスクが高く、新生児についてはNICU（新生児集中
治療室）への入室を必要とする事例が多かったと報告されています。

出典：日本におけるCOVID-19妊婦の現状～妊婦レジストリの解析結果



ワクチン接種は重症化を予防します

出典：日本におけるCOVID-19妊婦の現状～妊婦レジストリの解析結果を一部改

日本におけるCOVID-19妊婦の現状～妊婦レジストリの解析～約９００名の新型
コロナウイルス感染症妊婦において、ワクチンを接種した方に重症となった妊婦は
いませんでした。

有意に減少しています



ワクチンは妊娠や赤ちゃんへ影響しますか？

これまでの研究でワクチン接種を受けた妊婦やその新生児に対して有害事象
の増加はなく、ワクチン接種を受けていない妊婦と比べて、流産、早産、新生児死
亡の発生率に差はなかったと報告されています。また、副反応の頻度は妊娠して
いない女性と同程度でした。さらに、流産や死産、早産などの頻度は一般的な妊
婦さんと比べて上昇しないことが報告されれいます。

また、妊娠中に接種したワクチンによってつくられ
た抗体は、臍帯を通じて胎児へ移行し、生まれた
後に新生児を感染から守る効果が期待されます。

ワクチン接種による新型コロナウイルスの感染予
防効果は、オミクロン株においても確認されており
ます。

妊娠中のワクチン接種による有害事象の上昇の報告はありません。



授乳中のワクチン接種は大丈夫ですか？

新型コロナウイルスのワクチンの性質から、母
乳移行量は非常に少なくなると考えられています。
実際にワクチン接種後の母乳移行について調べ
た研究では、母乳中には検出されなかったと報
告されています。また、授乳中の多くの赤ちゃん
に問題はみられなかったとの報告もあります。
これらのことから、授乳中のワクチン接種は問

題ないと考えられます。

授乳中のワクチン接種は問題はありません。



ワクチンの副反応での解熱鎮痛薬の使用できますか？

妊娠中の場合、アセトアミノフェンは使用可能ですが、非ステロイド
性抗炎症薬（イブプロフェン、ロキソプロフェン等）の妊娠後半期の使
用は避けることが望ましいです。それは赤ちゃんの動脈管という血管
に影響すると言われています。

授乳中の場合、アセトアミノフェン、非ステ
ロイド性抗炎症薬（イブプロフェン、ロキソプ
ロフェン等）ともに安全に使用できると考えら
れます。



参 考



妊娠中に新型コロナウイルスに感染した場合は
どうしたらよいですか？

まず、かかりつけ医（当院がかかりつけの場合には当院）にご連絡ください。
35歳以上、肥満（BMIで30以上）、喫煙者、高血圧・糖尿病・喘息などの基礎疾

患を有している方は、重症化のリスクが高いことが報告されており、入院で経過
をみる場合管理があります。また、妊娠36週以降の方は分娩準備のため入院で
経過をみる場合があります。
入院が必要と判断された場合には保健所から連絡があります。

重症化のリスクが高い項目

・35歳以上 ・喫煙者
・肥満（BMIで３０以上） ・高血圧、糖尿病などの基礎疾患



最寄りの検査協力医療機関に必ず電話予約して受診してください。高知県の
ホームページ（「高知県 新型コロナウイルス感染症 検査協力医療機関」で検
索）に検査協力医療機関が掲載されています。なお、当院は検査協力医療機関
に該当しませんので、ご注意ください。

出典：高知県

妊娠中に新型コロナウイルスに感染した場合は
どうしたらよいですか？



最後に

オミクロン株（BA.5）は感染力が強いため、定期的
な室内の換気など、基本的な感染対策が重要です。

また、重症化の予防のため、妊娠中、
授乳中、妊娠を計画中の方も、ワクチン
の接種勧奨の対象となっており、時期を
問わず接種をお勧めしています。


